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印
刷
業
界
、組
合
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企
業
の

永
続
に
向
け
た
礎
を
創
る

　
「
時
代
が
動
く
」。自
ら
の
人
生
を
顧
み
た
と
き
こ
の
よ
う
な
実
感
を
持
っ
た
こ
と
が
か
つ
て
有
っ
た
で
し
ょ
う
か
。昭
和
の
時
代
は
高
度

経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
誰
も
負
け
な
か
っ
た「
創
業
経
営
者
の
時
代
」、平
成
の
時
代
は
デ
フ
レ
経
済
下
で
縮
小
を
強
い
ら
れ
本
業
回
帰
の

名
の
も
と
で
将
来
に
向
け
先
細
る
印
刷
需
要
を
分
か
り
な
が
ら
業
態
変
革
に
後
れ
を
取
り
無
用
な
価
格
競
争
に
明
け
暮
れ
疲
弊
し
た

「
継
承
経
営
者
の
時
代
」、コ
ロ
ナ
不
況
を
経
験
し
た
今
、私
た
ち
は
未
来
に
向
け
ど
の
よ
う
に
行
動
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
が
見
え
な
い
今
、求
め
ら
れ
る
の
は
創
業
で
も
な
い
、継
承
で
も
な
い
新
た
な
時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
逞
し
い
経
営
者
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。令
和
の
時
代
は「
超
越
経
営
者
の
時
代
」で
す
。超
越
と
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。本
業
、業
種
・
業
態
の
枠
を
超
え
、先
代
・
先
々
代
の

経
営
者
の
型
を
越
え
る
。現
役
親
世
代
と
継
承
世
代
、対
象
者
を
明
確
に
し
た
新
た
な
組
合
運
営
体
制
を
構
築
し
、次
代
を
担
う
継
承
世

代
が「
家
業
を
継
ぐ
」と
言
う
こ
と
が
必
ず
し
も
従
来
の
印
刷
業
を
守
る
こ
と
で
は
な
く
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
持
ち
、印
刷
＋
α
の

実
践
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
と
強
く
意
識
し
た
経
営
者
と
し
て
知
見
を
広
め
同
世
代
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
を
遂
げ
て
い
く
。そ
し

て
現
役
親
世
代
が
安
心
し
て
事
業
継
承
を
行
え
る
よ
う
事
業
企
画
・
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

印
刷
工
業
組
合
の
基
本
機
能
は
共
済
・
対
外
窓
口
・
連
帯
の
３
つ
で
あ
り
ま
す
。令
和
の
不
確
実
な
時
代
を
生
き
抜
き
将
来
に
向
け
て

力
強
く
存
在
す
る
組
合
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
組
合
そ
の
も
の
も「
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
と
発
信
」「
事
業
モ
デ
ル
の
再
定
義
」「
組
織

の
改
編
」を
行
い
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。変
革
期
の
今
、こ
の
３
つ
の
中
身
を
総
点
検
し
、現
組
合
員
は
も
と

よ
り
新
た
に
加
入
い
た
だ
く
方
々
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
内
容
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
を
考
え
実
装
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。印
刷

業
界
、組
合
員
企
業
の
永
続
に
向
け
た
礎
を
創
り
、組
合
の
提
供
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
価
値
創
造
が
で
き
る
改
革
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
い

た
し
ま
す
。

　

先
人
の
努
力
や
功
績
の
上
に
今
が
在
る
こ
と
に
感
謝
し
、自
ら
が
今
を
担
い
、将
来
に
向
け
た
繋
ぎ
手
で
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
な
が

ら
与
え
ら
れ
た
役
割
を
し
っ
か
り
と
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
営
と
は「
ゴ
ー
ル
の
無
い
駅
伝
競
走
で
あ
る
」、次
世
代
に
責
任
を
も
っ
て
タ
ス
キ
を
掛
け
る
。企
業
と
は「
社
会
環
境
適
応
業
」、変

化
に
対
応
し
た
も
の
だ
け
が
生
き
残
る
適
社
生
存
で
あ
る
。

　

組
合
員
各
位
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

JUNE 2022 巻頭言
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浦久保：　長引く新型コロナウイルスの影響
で人流が停止し、私たち印刷業界は大きな

影響をいまだに受け続けています。宮本さ

んの経験から、全般論としてこの間の印刷業

界のDX化を含めた状況をどのように見られ

ていますか。

宮本：　この2年間をひとことで表すと「市場
がシュリンクした」これに尽きると思います。

マイナス要素として商業印刷をみると、人流

停止と共に販促が激減した影響で市場が大

きく落ち込みました。反対にプラスの要素と

しては、印刷業界のみならずすべての産業

においてデジタル化が加速し、業務の効率

化が進んだと捉えています。

　私がお手伝いをしているのは20名位まで

の印刷会社が多いのですが、この規模の企

業であれば代表者が動けば飛躍的に経営

が改善する場合が多いと思っています。特に

管理・生産部門のDX化によって収益の出や

すい体質にすることはさほど難しくはありま

せんが、売り上げ改善はそう簡単にはいき

ません。印刷会社のみならずどの産業にも

当てはまると思いますが、いきなり業務改善

や新規顧客獲得のための営業戦略を立てて

も思うようにいきません。まずは本質的な部

分を改善する「アナログトランスフォーメー

ション」を実施することが先決です。アナログ

トランスフォーメーションを実現するために

は「PMVV」が必要で、PMVVとはパーパス

（存在意義）、ミッション、ビジョン、バリューで

すが、これらを明確に定めDXによる単なる

効率化だけではなく、長期的な視点で経営

改善に取り組むことが重要です。

浦久保：　宮本さんのお話にある「PMVV」
は非常に大切だと私も思っています。昨年、

全日本印刷工業組合連合会（全印工連）が

発行した『INSATSU未来トランスフォーメー

ション』の41ページにもDXの前に企業の

背骨となる「CX：カンパニーシステム（組織

体制）」「BX：ビジネスモデル（事業戦略）」

「AX：アナタ（経営者）」の変化が必要だと明

記されていました。しかしながら周囲を見回

しても、ここに本腰を入れている印刷会社が

少ないのはなぜでしょうか。

　また全印工連では約20年前から、印刷業

界の業態変革の必要性を組合員に向けて

訴え、その道筋をさまざまな形でお伝えして

きました。しかしＢtoＢ、つまり印刷会社の

下請けをされている企業が多いため、なか

なか業態変革が進まなかった現状がありま

す。この間に印刷需要も年々縮小し供給過剰

が続き、価格競争で疲弊してきました。多く

の印刷会社のコンサルティングの経験から、

なぜ業態変革が進まなかったとお考えで

しょうか。私はこの課題の中にこそ、今後の

業態変革を進めていくためのヒントがある

と思っています。

宮本：　客観的な視野で現状を分析し、そこ
に経営者が危機意識を持たなければ業態

変革は成しえないと私は考えています。印刷

需要は年を追うごとに徐々に減少していて

も、目の前に仕事があればなかなか未来志

向になれないものです。設備が稼働してい

たら多少なりとも利益は確保できますので。

ただしこのコロナ禍によって、急激に縮小し

た旅行パンフレットや販促物をメインとし

た印刷会社は重い腰を上げざるを得ない

状況だと思います。令和時代の超越経営に

向けてすでに取り組まれている企業もあり

ますが、今からでも遅くはありませんので、

お声がけいただければお力になれると思い

ます。

DXの前に本質的な部分を見直す必要がある

※DX：デジタルトランスフォーメーション（進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと変革すること）

Purpose（パーパス）
企業の存在意義/理念/志

Mission（ミッション）
Purposeを実現するための行動

Vision（経営ビジョン）
Missionを果たすために5年～10年で目指す姿

Value（コアバリュー）
社員が大事にする共通の価値観/顧客との約束

Founder’s Spirit（創業者精神）
創業者が大事にしている

「成功のコツ、正しい生き方」の教え

過去の積み上げ（フォーキャスティング発想）だけ
でなく、上位概念（未来）と経営戦略の一貫性を
追求すること（バックキャスティング発想）がより
強固な戦略策定に結びつくとともに、Purpose
実現に向けて重要となる

※バックキャスティング発想の経営戦略策定

経営戦略
ビジョンの実現/持続的に成長するための方策

「PMVVイメージ」提供：（株）船井総合研究所

　コロナ禍はすべての人たちの行動変容を起こし、追随

するように多くの企業が「複数の事業ポートフォリオ」を組

むようになりました。特に成長企業が取り組んでいるデジ

タルシフトとして「クライアントへのDX※提案」と「自社の

デジタル人材の採用・育成」は、ウィズコロナ時代を生き抜

くための優先すべき重要なポイントとして挙げられます。

私たち印刷業界は「紙商材の強みをしっかり売る」ことを

大事にしていきながら、デジタル・アナログ共に対応でき

るハイブリッドな位置づけを目指すことが必要になって

います。

　今回の対談では、5,000社以上の中堅・中小企業をコンサ

ルティングされている株式会社船井総合研究所のなかで

も、印刷会社を中心としたコンサルティングを行われてい

るシニアコンサルタントの宮本賢一氏をお招きし、「リアル

（紙）」と「デジタル」を活用したDX提案やデジタル人材育

成の具体的事例をお聞きします。
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顧  客

浦久保：　印刷会社の業態変革において営
業のDX、いわゆる事業戦略上の売り方も変

えていく必要があると感じています。自社の

強みを活かしながら新たな市場を開拓して

いくためのヒントをお願いします。

宮本：　根本的に印刷業は「請負型営業」で
経営が成り立ってきたことが業態変革の足

かせになっているのではないでしょうか。私

が受け持つ印刷会社の営業マンの8割方は

提案営業を行っていると胸を張って言いま

すが、実際はクライアントから印刷の相談を

されたあとにプロモーションのお手伝いを

しているだけに過ぎません。印刷会社の営

業マンは、クライアント側の販促全体を理解

したうえでのプロモーションを求められてい

ることに気付く必要があります。

　まずマーケティングの基本として4P分析

や3C分析などを理解したうえでクライアント

と語り合うことができるかどうか。何を誰に

売っていきたいのか、また商品の強みと競

合企業との比較や動向を含めて聞き出す力

が必要だと思います。その結果として成功に

導くプロモーションを提供することで、クラ

イアントとの信頼関係が構築できるのだと

思います。それに付随して紙の価値を論理

的に説明できる営業マンの育成も必要で

す。装置産業として印刷機を稼働させること

が営業の本質と育成されてきたので、その

思考を変えるのは難しいのですが、「紙であ

る意味」を理解したうえで説得できるように

なる必要があると思っています。

　しかしこのような人材育成にはどうしても

時間を要しますので、まずは専門部署を立

ち上げながら実践で学ばせていくのが一番

かと思います。コロナ禍でリモートでの打ち

合わせが容易に行えるようになりましたが、

リアルな距離感を保つためにも3割程度は

対面営業の機会を残していくべきだと考え

ています。

マーケティングの知識＋紙の本質を理解すること

浦久保：　人流の抑制に伴い、従来の商習
慣や生活スタイルが変わりました。アフター

コロナにおいても元に戻らないものが多い

とも感じています。そんななか、私たちもデ

ジタルを活用した営業戦略に切り替えてい

かなければなりません。中小零細が多い印

刷会社はどのような取り組みから始めるべ

きだと考えられていますか。また、うまく進

めておられる事例などがあればお聞かせく

ださい。

宮本：　営業DXのなかでデジタル活用は必
須ですが、営業マンの力に頼らないで売れ

る商材を作っていくことをお勧めします。例

えば、私のご支援先では「YouTube広告3万

円プラン」を拡販していますが、名前だけで

何が提供されるか分かりやすいですよね？

私たちはこのような商材を「ソリューション

（問題を解決する方法）」と呼んでいて、低コ

ストながら動画作成費用まで含んでいます

ので、お試しでYouTubeの動画広告を配信

することができます。

　印刷会社の営業マンがクライアントにこ

のサービスの話をすることは非常に重要

で、「この会社、デジタルメディアもできる」と

いう思考を植え付けるのに効果があると感

じています。先ほどお話ししたマーケティン

グの知識と同様に人材の育成には時間とコ

ストがかかってしまいますので、やはり実践

で学ぶための商材を与えてあげることが必

要です。

　これら商材に加えて、イノベーションを起

こす組織を会社の中に作ることをお勧めし

ます。私がお手伝いしている印刷会社では、

全社員で週2時間のイノベーション会議を

開催し、コロナ禍で失った売り上げを回復す

るための考える組織づくりを行っています。

そのなかでの成功事例として、ファミリー

レストランのグランドメニューがあります。

コロナ禍によって非接触が常態化したこと

に加えて多様化の時代にマッチした提案と

なり、売り上げに加えて客単価もアップする

ことができました。ファミリーレストランの顧

客は男女に加えて年齢層にも大きな幅があ

りますので、それらに対応したカスタマイズ

メニューを提供することでその成果を得る

ことができました。

　その他にクライアントの予算内で費用対

効果を出した事例をご紹介します。YouTube

広告を活用した結果、チラシの効果を高め

ることができました。最終的な売上までは分

かりませんでしたが、来店数のアップに加え

て店内イベントの集客にも寄与することが

できました。

　某大手通販会社がCMで「詳しくは週末の

チラシで！」とする販売手法を取り入れ、You 

Tube広告に30％の予算を配分し、チラシの

配布告知を動画配信した結果、このような

成果を得ることができました。

絶えず考えながらイノベーションを起こす

4P分析図 3C分析図

Product（製品）
製品・サービスを
企画・製造する

Price（値段）
製品・サービスの
価格を決める

Place（流通）
販売チャネルを
決める

Promotion
（プロモーション）

広告・広報
販促計画を立てる

市場・顧客
Customer

自 社
Corporation

競 合
Competitor

宮本 賢一

P R O F I L E 大手SP会社のマネージャーを経て、㈱船井総合研究所に入社。入社後は、広告・印刷業界のコンサルタントとして、
クライアントのブランディング、商品企画～営業強化にいたるまで幅広い領域をサポート。現在はアカウントパート
ナーとして、全社戦略である「中堅企業向け総合コンサルティング」を推進。経営ビジョン策定（PMVV策定）、マーケ
ティング、新規事業、人材開発、財務、M&Aなど、経営全般をトータルで支援している。

浦久保：　このような厳しい状況のなかで
も事業を継続するためには、言わずもがな

将来に向けて継続的に人材の確保・育成が

必要になってきます。中小零細規模での採

用・育成、そして活用にあたってどのような

ことが必要とお考えでしょうか。

宮本：　採用について、私は新卒を中心に
考えていくべきだと思っています。短期的に

みれば即戦力として活躍する中途採用に目

がいきがちですが、イノベーションを起こす

社風を作り出すには新卒中心にすべきで

す。中小零細企業では新卒者の人材育成が

できないという声がありますが、社会人とし

ての基本を学ぶだけなら商工会議所や公

的機関の研修を使えば問題ありません。育

成については先述しましたように「売れる

商材」を手渡してあげなければ成長は難し

いのではないでしょうか。人が人を育てるの

ではなく、商材が人を育てるようにしていく

べきです。

　採用や育成に時間とコストをかけても退

職という難関がどうしても付きまといます。

5年、10年働いてこれからという時に退職さ

れる。どの企業でもこんなケースを見受け

ます。人材は囲い込むのではなく、卒業制度

などを設けて独立支援をしていくのもひと

つの方法ではないでしょうか。成果報酬型

になってしまいますが、ある一定期間働け

ば独立への機会が与えられるような企業の

方が魅力的だと感じませんか。

浦久保：　前回のこの対談でJAGATの藤井
さんと「会社はコミュニティ化し、仕事はプ

ロジェクト化していく」というお話をしたの

ですが、人は複数のコミュニティに帰属し、

そのなかで複数の役割を担っていくことに

なる。仕事の大半は同じビジョンを持つア

ライアンスパートナー同士のプロジェクトと

なっていくはずです。そんななかで会社と

は何なのか、再定義の議論がなされていく

でしょう。言い換えれば最近流行のシェアリ

ングエコノミーの考え方の人材版ではない

でしょうか。「スキルのシェア」についても、

技能や労働力をシェアするサービスが存在

する時代になっていく。中小零細企業での

専門知識を持つ人材雇用の難しさ、入社後

のスキルアップ、そしてその人材を活用した

分野の継続的な仕事の受注など多くのハー

ドルが存在します。その意味においても社

員であれば得意先とのパイプ、会社のリ

ソースの把握など多くの培った資源がすで

に存在します。会社継続の選択肢として独

立する社員とのアライアンスは考えるべき

だと私は思います。またそうすることで在社

時から高いモチベーションで仕事ができま

すし、やればやるだけ本人の身にもなりま

す。会社とは、雇用とは、などの経営の本質

的なものにも新たな考え方を持ち、しなや

かに経営する時代になったと感じます。

　本日はお忙しいなか、貴重なお話をあり

がとうございました。

人材は囲い込む時代から独立支援の時代へ

5PRI・O  2022.64 PRI・O  2022.6　　

PRI・Oトップ対談 Vol.23PRI・Oトップ対談 Vol.24



6 7PRI・O  2022.6 PRI・O  2022.6

2022年度 新役員・新委員長のご紹介

2022年度

経営トランスフォーム委員長

伊東 裕二
㈱サンセイ 代表取締役

ビジョンを描き未来を切り拓く！

大阪青年印刷人協議会議長 

西岡 天芳
新星印刷㈱  代表取締役

髙本 禎郎
㈱TOWA 代表取締役

　製造業にとって長く低迷した平成が終わりを告げ、希望に満ちた令和の時代が幕を開
けました。しかし、誰もが予想もしなかったコロナショックに見舞われ、私たちの印刷産業
の出荷高もついに４兆円を割り込む予想となりました。
　先の見えない時代（VUCA時代）に於いて、私たちはこれからどの様なビジョンを描き、
戦略をとり、どの様にして自社の明るい未来を切り拓いていくのでしょうか？ 
　成熟した印刷産業に従事する私たちには、早急に取り組まなければならない様々な課
題が山積しています。
　今回新設する『経営トランスフォーム委員会』の活動は、まずは経営者（や社員）の意識
改革（マインドリセット）を皮切りに、自社の事業モデルをトランスフォーム（再定義、再構
築、改変）する為に、自社の課題のブラッシュアップとそれを解決に誘う為の様々なプラン
を模索し実行し、最終的に事業の繁栄と企業の永続に繋げていきます。
　「連帯」の担当事業では、これまでの交流を中心としたものから、他団体や専門家との連
携・協力体制を構築し、組合活動の場を経営者や幹部社員に求められる『学びの場』にして
いく事を目指します。私たちには少しのモラトリアム（時間的猶予）も残ってはおりません。
　まずは第一歩を一緒に踏み出し、共に学び、自社の明るい未来を切り拓いていきましょう！

理念・ビジョン・自己変革
　新型コロナウイルスや、ウクライナ情勢など、「VUCA」という語が示す通りの不確実
な時代は、さらに混迷の色を深めています。
　そんな中、2021年夏に全日本印刷工業組合連合会から発行された「ＩＮＳＡＴＳＵ未来
トランスフォーメーション」の中では、令和は、「超越経営者の時代」であると定義づけら
れており、これからの経営者は、これまでの業種・業態の枠を「ベンチャースピリット」と共
に超えて行くことの必要性が示されております。
　我々印刷産業には、この提言が示す通り、企業経営をアップデートし、未来に対応でき
る業態への変革が求められています。
　そこで、今期の大青協では、「ＭＴＰ（マッシブトランスフォーマティブパーパス）」つま
り「野心的な変革目標」をテーマに掲げ、経営の羅針盤となる理念とビジョンを描き切
り、経営者としての器を成長させる自己変革の場として活動していきます。
　そこでは、我々次世代の経営者や幹部社員が、先代から事業を承継する覚悟をもち、智
慧を実践、そして広く発信できる場であることを目指します。30年後の未来、我々はどう
なっていたいのか。野心的な世界観を語り、未来漬けになれる場づくりに取り組んで参り
ます。また、連携する各委員会や外部の視点も幅広く取り入れ、変革に向けた「想い」を共
有する仲間と共に、切磋琢磨しながら時代を乗り越えていける場でありたいと考えます。
　若手経営者や次期経営者、幹部社員の皆様のご参画をお待ちしております！

跡継ぎベンチャーの育成を
　昨今のデジタル化に伴う紙離れにより印刷業界は大きな転換点を迎えています。また、
新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け様々な産業におけるビジネス環境が変革
期を迎え、私たち経営者は大変難しい舵取りをしなければなりません。
　そして、我々中小企業は多種多様の課題を抱えながら会社を運営しなければならず、そ
の中でも最大課題の一つでもある「事業承継」をテーマとした委員会の運営を仰せつかる
ことになりました。
　次世代への承継を意識しながら事業運営を継続するためには、様々な備えをしておく
必要があると考えます。それは、印刷業界に身を置く私達も例外ではありません。経営の
バトンを受け継ぎ、将来の印刷業界を支えていく人財を育てる事は業界全体としても大
変重要な課題でもあると思います。
　事業承継をテーマとして様々な課題を共有し、知識を蓄える事が出来るようなコンテン
ツを委員の皆様と共に考え創出し、自身の武器にして頂けるような実りある委員会を運営
したいと考えております。
　共に学び・共に考え・共有する事により委員会活動に参加して良かったと思えるよう努
力いたしますので、ご参加賜りますようよろしくお願いいたします。

　私たちの印刷産業の出荷額は、1991年の９兆円を
ピークに、2020年の新型コロナウイルス感染症の影響
等により、今後は４兆円を割るまで減少すると想定されて
います。
　どんな産業にもライフサイクルがあり、主要な商品の
社会的な役割が終焉を迎える局面というのは必ず訪れ
ます。その時に産業として役割を終えるのか？ それとも、
再び成長産業として次のライフサイクルを始めるのか？ 
その選択はその産業自体に委ねられています。
　印刷産業では、全日本印刷工業組合連合会から組合
員の皆様に届けられている「INSATSU未来トランス
フォーメーション」に書かれた産業成長戦略の提言を基
に、企業経営をアップデートし、次世代に対応できる業態
への変革が求められています。
　先の見えない不確実な時代だからこそ、経営の羅針盤
となる理念とビジョンを示し、これまでの事業モデルを再
定義し、成長発展に向けて業態変革を成功させなければ
なりません。
　その為に、「印刷＋α」を実践する未来を担う次世代の
経営者や幹部社員を創出する活動を推進して参ります。
　先代から事業を承継する覚悟と智慧を実践できる場
づくりを提供できれば、これからも印刷産業が我が国発
展の中心的な役割を果たすことが持続でき、そして、若
者たちに幸せを運ぶ産業であり続けられると考えます。
　次世代へ繋げる構造改革への道を、連帯して共に学び
実践して参りましょう！

新  役  員
新委員長の
ご  紹   介

副理事長  髙本 隆彦
経営トランスフォーム委員長
事業承継委員長
大阪青年印刷人協議会議長 

伊東　裕二
髙本　禎郎
西岡　天芳

組織共済・支部サポート委員長
CSR推進委員長

若林　大我
渡辺　貞城

地域共生委員長
広報渉外委員長

溝口　剛司
福山　耕治

副理事長  山本 素之

副理事長  家田 裕光

専務理事  松本 浩一
総務特別委員長 滿谷 健一郎

構造改革への道
「次世代」の育成

事業承継委員長

副理事長

髙本 隆彦
大興印刷㈱ 代表取締役
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2022年度 新役員・新委員長のご紹介

広報渉外委員長

福山 耕治
㈱新聞印刷 代表取締役

大印工組のハブとして機能する
　広報渉外委員長（前期は広報委員長）という職責を拝命して二期目となりますが、広
報活動を通じてより一層の「対外・対内コミュニケーションの強化」を図ってまいる所存
ですので、何卒よろしくお願い申し上げます。
　これまでの当委員会の活動を振り返りますと、広報誌「ＰＲI・Ｏ」および大印工組ウェブ
サイトのリニューアルを行い、一定の成果を得ることができましたが、情報収集に対す
る取り組みが弱かったと実感いたします。
　広報渉外委員会は「大印工組のハブ」となり、正確な情報を集約して対外・対内へ発信
していかなければなりません。この二年間でハブとしての機能強化に取り組んでまいり
ます。また広報誌とウェブサイトに加えて新たにＳＮＳを立ち上げ、収集した情報を発信
しながらコミュニケーション強化を図ると共に、広報誌に掲載した過去記事も活用しな
がら、オウンドメディアとして成長させ、組合のみならず印刷業界のイメージ向上と存在
価値向上に努めてまいります。
　しかしながら広報渉外委員会に所属する組合員は広報の専門家ではありません。毎
月の定例会を通じて広報活動に必要な知識やノウハウを一緒に学び知見を蓄積しなが
ら、社業にも活用できる経験を積み上げていきたく存じます。
　令和時代に必要とされる企業組合を目指して邁進してまいりますので、何卒よろしく
お願い申し上げます。

大阪から日本を元気にしていく
　印刷業界、そして組合の存在を広く知らせていく対外窓口の機能を担う委員会として
地域共生委員会が、新たに設置されました。
　地方創生やSDGsの官民連携や官公庁の需要提言への対応、行政や他団体との連
携、メーカー・ベンダーとの連携を積極的に行っていきます。
　また、様々な参加者が主体となって、理想としたい未来社会を共に創り上げていくこ
とをめざして開催されるEXPO 2025において共創チャレンジ事業のイベント参画実施
や共創チャレンジのベストプラクティスへ挑戦してまいります。　
　印刷の可能性を業界以外に広く周知するイベントとして、前回よりさらに進化した、第
2回ペーパーサミット2023の企画と中心的運営を行います。
　印刷会社からお客様への新たな提案材料やヒントとなる最新情報の素早い提供も行
い、組合内における運営面では他委員会との交流・共催にも力を入れ、組合員にとって
参加しやすい活動を心がけていきます。
　地域の顧客のニーズや実績に合わせて創意工夫を重ね、様々な事業展開を行い、
日本の産業を支え、地域を支え、「印刷産業そして組合の存在価値を高める」ことを目的
に対外活動を行ってまいります。
　委員会活動が、楽しく、価値のあることを常に考えながら、負担軽減・役割分担には特
に気配りして臨みます。一緒に大阪から日本を元気にしていきましょう。

CSR推進委員長

渡辺 貞城
トキワ印刷㈱ 代表取締役

CSR/SDGsへの取り組みを支援
　CSR（企業の社会的責任）やSDGs（持続可能な開発目標）といったワードは日々耳に
しないことが無い程に一般的な言葉になっており、企業や行政でも「責任ある企業から
の調達を進めよう」という動き（SR調達）が加速しています。
　印刷業においてもCSR/SDGsへの取り組みを強化してゆくことは必須課題であり、
取り組まない企業や取り組みの遅れた企業はサプライチェーンから取り残されるリスク
もあります。しかしながら「何から手を付けたらよいのかわからない」「どうやればよいか
わからない」という声が多いのも事実です。
　幸いなことに印刷業界にはGP（グリーンプリンティング）認定、JPPS（日本印刷業界
個人情報保護体制認定制度）、全印工連CSR認定制度（ワンスターからスリースター）、
MUD（メディア・ユニバーサル・デザイン）検定など、CSR/SDGsに取り組むためのツー
ル（道具）が既に準備されています。
　CSR推進委員会では、組合員企業がCSRやSDGsへの取り組みを容易に進めていけ
るよう、上記ツールの活用推進をはじめ、セミナーなどを通じて先進の取り組み事例の
紹介等を行い、他委員会との連携も図りながら業界外にも広く情報発信してゆきたいと
考えています。
　CSR推進委員会の活動にご支援賜りますようよろしくお願いいたします。

参加促進に繋がる魅力づくり 印刷業界のプレゼンス向上並びに
情報発信を推進する

副理事長

山本 素之
㈱美生社 代表取締役

地域共生委員長

溝口 剛司
レスター工業㈱ 代表取締役

副理事長

家田 裕光
㈱日進社 代表取締役

　組合の役割は共済・連帯・対外窓口であります。特に「共済」は、組合員数の「数の理論」
で展開する伝統的な組合参加のメリットであり今後も安定的な運営が求められますが、積
極的な参画や新たな組合員拡充を行うために新サービスメニューの検討、実装が必要で
す。また併せて活力ある企業組合になるためには活動の基盤である支部の活性化は不
可欠です。将来に向け改めて支部の存在意義を再設計すると共に、組合員が組織に所
属する意義を再認識し積極的な参画につながるよう積極的な改革を進めてまいります。
　支部活性化を担う組織共済・支部サポート委員会では、支部長と連携を取りながら慣
例や前例にとらわれず、階層別・年齢別など新たな関係構築が出来るコミュニケーショ
ンの在り方を考えてまいります。
　また組合員企業の企業価値創造を目的としたCSR推進委員会では、全印工連が進め
るCSR認定制度、メディア・ユニバーサル・デザイン(MUD)、JPPSなどの事業を活用し、
企業価値向上に向けたサポートを行います。
　令和の時代とは「先行きが不透明で、将来の予測が困難な状態」を示す「VUCA（ブー
カ）」とよく言われますが、本当にそうでしょうか？未来を考え、切り開いていくのは私た
ち自身です。未知なる仲間が魅力を感じ参画そして連帯し、力を発揮できる組織創り、
魅力あるサービスメニューの検討、提供を行ってまいります。

　我々の印刷産業は地場産業として印刷をはじめ様々なサービスを提供しながら、地域の企
業や市民と密接なつながりを築いてきました。しかしながら取り組み内容について組織的な
発信が充分でないため、企業活動にマイナスとなっている事も事実です。
　今後も、人々を幸せにする「HAPPY INDUSTRY」であり続けるために、対内外により一層
力強いメッセージを発信し、賛同や協力頂くパートナーやファンを増やすことが不可欠です。
　そのため私に任されたミッションは、「印刷業界のプレゼンス向上並びに活動情報の発信」
です。そのための施策として
①継承世代・関連業種・他エリアへの情報発信を行うこと
②発信コンテンツの充実と発信手段の整理を行うこと、
　「対外・対内コミュニケーション強化」
③印刷産業のプレゼンス向上につながるイベントを開催すること
を中心に事業を推進して参ります。
　また、3年後に開催の2025関西・大阪万博は、日本はもとより世界から注目されるイベン
トです。大印工組が従来から実施している様々な取り組みとEXPO２０２５が掲げるテーマを
リンクさせながら、お互いに相乗効果を発揮する事業を展開致します。
　微力ではありますが、目的と使命達成のために全身全霊を尽くす所存です。皆さまの応援
をどうぞよろしくお願い申し上げます。

組織共済・支部サポート委員長

若林 大我
㈱ユニオン紙器 代表取締役

組合の永続に向けた礎を創る
　組合員であることのメリットの一つである「共済」は組合員数の「数の理論」で展開し、
今後も変わることなく継続することが求められています。しかしながら印刷業を中心と
した従来の組合員は残念ながら減少傾向に歯止めがかからない状況が続いています。
　将来に向けて、従来の組合員に加え新たな印刷関連産業企業に入会・参加促進を行
うために、提供するサービス内容を総点検し、現組合員はもとより新たに加入いただく
方々にとっても魅力ある独自の新メニュー開発を検討してまいります。
　また、活力ある組合運営を行うためには組織の基盤である支部の活性化は必須条件
ですが、支部における組合員数のばらつきや人材難など様々な現状課題があるのも事
実です。まずは支部活性化のために世代を超えた支部内・支部間交流事業をサポートし
組合活動に参加する楽しさを感じて頂きます。併せて将来の目指すべき支部の姿を描
き、その実現に向けた検討も行います。
　「連帯」を実感できる交流がコロナ禍の中、様々な制約を受け充分な形で実施できま
せんでした。ウィズコロナにおける交流手法を検討し、伝統行事の中にも新たな視点を
入れると共に各事業の意味を再確認しながら新年互例会・組合員交流、他団体との共催
事業の企画と実施を行っていきます。印刷業界、組合員企業の永続に向けた礎を創り、
組合の提供事業・サービスを通じて価値創造ができる改革にチャレンジいたします。
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2022年度 新役員・新委員長のご紹介

総務特別委員長

滿谷 健一郎
㈱栄光堂印刷所 代表取締役

持続可能な組織運営を目指して
　社会環境の構造的な変化に伴い、印刷組合の組合員数は減少傾向が止まりません。
再び、時代に即した永続組織として役立つ様、総務特別委員会は、円滑な委員会運営の
側面支援と事務局の機能向上を通して、組合員にとってより価値ある組織になることを
目的に活動いたします。
　まず、各委員会の事業構築プロセスをルール化し、活用することにより立案・協議・審
議・承認といった各プロセスの合理性と精度を高め、委員会事業をより効果的な事業に
昇華させていきます。事業検討シートを始め共通のフォーマットに落とし込まれた情報
を共有・記録し、体系的に保存することにより、有益性の高いコミニュケーションツール
となるように仕組化し、今後の事業のブラッシュアップにつなげます。会議においても
スムーズな議事進行により、時間を有効に使い内容の伴った議論ができる環境が構築
できるように努めます。
　事務局については現状課題を洗い出し、組合がより有意義で持続可能な組織であり
続けるため、現場主体の改善を積み重ね旧態依然な環境にならないように改革し、組
合員及び組合員企業にとって有益な事務局運営に向けての一助を担って参ります。
　さらに、総務的役割において慣例的に行われている事業を見直し、より効率的また有
益性や合理性を鑑み、費用対効果を高める運営を心掛けます。
　ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

次世代に向けた
組合のさらなる組織強化
　長期に渡る新型コロナ禍は、我々に劇的な負の環境変化をもたらしました。この先も
組合が有益な組織として永続してゆく為に存在価値をリセットし構造改革を断行する必
要があります。そのためにも、大印工組で行われる様々な教育研修事業や組合員交流事
業及び情報発信等を今一度、見直しや検証を通してより価値あるものに導き、組合員の
受益に直結させることで業態変革に取り組む組合員企業を側面より支援していきます。
　また、各委員会における事業構築が合理的かつ精度の高いものとなる様、スタッフセ
ミナーを開催し運営ルールをメンバーと共有し、協議・審議プロセスを円滑にかつ厳格
に行うことで費用対効果を高めます。
　運営の中枢である事務局も同様に、持続可能な体制構築に向け、現状課題を洗い出
しながら現場の意見を十分に理解したうえで改善に着手すると同時に、局員がワンチー
ムとなり組織により大きな共益を生み出してゆく原動力となるべくマネジメントしてい
きます。
　総代会においては、しばらく途絶えていた親睦・交流といったキーワードに重きを置い
てメンバー間の連帯を深める企画と実施をして参ります。
　大印工組は、組合員及び組合員企業にとって今後より一層有益な組合であるべきで
す。この不確実な時代を生き抜くために組合員企業の事業継続に向けたサービスを提
供して参る所存です。

artnership emberP Mパートナーシップ  メンバー
リコージャパン株式会社

リコージャパンのサステナビリティ

　リコージャパンではSDGsを経営の中心に捉えて
います。社会課題を解決することが企業としての使
命であると考えています。
　こうした考えは、リコーグ
ループのDNAであり、創業
の精神である三愛精神「人
を愛し、国を愛し、勤めを愛
す」に込められた創業者・市
村清の思いが息づいてい
ます。SDGsは私たちが受け
継いできた三愛精神の理
念と根底を同じくするものであると感じています。
　リコーグループでは目指すべき持続可能な社会
の姿を経済（Prosperity）・社会（People）・地球環境
（Planet）の3つのPのバランスが保たれている社会
「Three Ps Balance」として表しています。この目指す
べき社会の実現に向け「事業を通じた社会課題解
決」「経営基盤の強化」「社会貢献」の3つの活動に
取り組みSDGsの達成に向けて貢献していきます。
　リコージャパンでも事業活動とSDGsを同軸化
し、SDGsへの貢献度を12の目標として設定し業績
目標と一体化して推進しています。さらには、お客
様に製品・サービスを使っていただくことで、お客
様とともにSDGsの達成に取り組んでいます。その
取り組みのいくつかをご紹介いたします。

■製品によるCO2削減をお客様とともに
　主力製品である複合機では、お客様の省エネや
温暖化防止に貢献するために、「使いやすさと優れ

た省エネ性能の両立」を基本方針に技術革新に取
り組んでいます。お客様に省エネ複合機を導入い
ただいた結果、2020年度に全国で稼働している複
合機の使用時の消費電力は、2015年度比で27%削
減しています。
　また2020年2月からは、導入実績にあわせて東
南アジアにマングローブ植林をすることで、省エネ
機器とマングローブ植林をあわせて、お客様ととも
に環境負荷削減に貢献する取り組みを開始してい
ます。

■地域への社会貢献活動
　～リコーサイエンスキャラバン～
　子どもたちが科学に楽しく触れる機会を提供す
るために、キャラバン隊が全国を訪問しています。
各地域の社員が毎回ボランティアとしてサポート
し、2019年度は全17回、延べ2,138名の子どもたち
と一緒に科学を体験いたしました。2020年度はオ
ンラインでの実施とコンテンツ提供を行いました。
　その他にもさまざまな取り組みをリコージャパ
ンでは行っています。「はたらくの変革」「地方創生
への取り組み」など、HPにも記載しておりますので
ぜひご確認ください。
https://www.ricoh.co.jp/sales/about/sustainability

　私たちリコージャパンはリコーグループにおけ
る日本の統括会社として「SDGsに貢献しない事業
は淘汰される」という認識のもと、事業を通じて社
会課題の解決に貢献することを目指して、企業活
動に取り組んでいます。

全印工連 動画チャンネルのご紹介

組合員の方は 無料で視聴いただけます

printing-college.com全印工連では、教育動画配信サイト、得するTV「印カレ」を配
信しています。DTPデザインやTechイノベーション、営業、
マーケティングから経営まで、さまざまなジャンルの動画を
定期的にアップしていますので、ぜひご視聴ください。

※視聴するにはパスワードが必要です。
（全印工連メールマガジンをご確認ください）

専務理事

松本 浩一
松本印刷㈱ 代表取締役
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印刷のエキスパート。趣味は、街に
あふれる印刷物を収集すること。

ペーパー博士の孫娘。印刷（プリント）
に興味津々。大好物はプリン。

書体が大好き。特技は、文字を見ただ
けでフォントを言い当てられる。　
　

なるほど。
「耐光性」の進化系が
「耐候性」ということですね。

う～ん、少し専門的になるが、
君らも知っているように、ほとんどの印刷は、
CMYKの4色で刷られるじゃろ。
そのうち、C（シアン）とK（ブラック）に
使う顔料は分子レベルでの結合が強く、
紫外線によって破壊されにくいのに対し、
Y（イエロー）とM（マゼンタ）は結合が
弱いため、色あせしやすいという訳じゃ。

退色の主要な原因となる紫外線に弱いイエローとマゼンタのみ、
耐光インキを使用した印刷のことで、屋外では通常のインキなら
わずか数週間で色あせてしまうのに対し、耐光インキなら条件に
もよるが半年や1年経ってもほとんど変色しないケースもある。

耐光性印刷とは

でも、耐光性印刷なら、
色あせや変色はある程度防げる。
屋外に貼る選挙ポスターなどは
ほとんど耐光インキで刷られておるぞ。

これら、屋外で使用することを
前提としたインキを
「耐候性インキ」と呼ぶこともあるぞ。

耐光性印刷第24回

この季節は意外と
紫外線の量が多いんだって。
イヤになっちゃうわ。

おやおや、
紫外線が気になるといえば、
印刷物も同じじゃぞ。

看板でもポスターでも
屋外の印刷物は色が変わってしまう
ことがあるからね。

そうですね。
でも博士、そもそもどうして、
色があせてしまうのですか。

しかも全体に
薄くなるのじゃなく、
ヘンな色に
なってしまうの？

だから、
印刷物から黄色と
赤色だけが抜けて
ヘンな色に変わって
しまうのですね。

C
シアン

M
マゼンタ

Y
イエロー

K
ブラック

耐光色 耐光色

C
シアン

M
マゼンタ

Y
イエロー

K
ブラック

退色（色あせ）が早い

時間が経過すると

へえ～、
そうなんだ。

私もちゃんと
お肌の紫外線対策
しなくっちゃ。

そのとおりじゃ！
そこで、メーカーは、
耐熱性、耐アルコール性、
耐アルカリ性など、
さまざまな気候の
変動に強い紙やインキを
研究・開発して
おるのじゃ。

でも屋外に貼る印刷物なら、
光に強いだけじゃなく
雨や風にも耐えてくれないとね。
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Zoom 支部Up 東大阪支部第12回

大阪府印刷工業組合

　ものづくりの町、東大阪を中心に八尾市・大阪市東部の
組合員企業も多数在籍しております。
　各社特色のある製造設備を駆使して印刷産業全体の発
展に寄与していきたいと日夜励んでおられます。
　毎年総会旅行に行くのを楽しみにしておりますが、来年
度はぜひ実行したいと思います。
　支部員の結束力を上げて有意義な支部活動ができるよ
うに努力します。

◆年間事業／1月 新年会、4～5月 総会旅行、8月 ビアパーティー

各社、製造設備を駆使して
印刷業発展に向け努力

設 立

支部組合員数

支部長による
支部の自己評価は…

社

年

役員

※根拠は特にありません。

支部長  小澤 和宏／コサカシール印刷
副支部長  阪井 孝守／㈱白墨右
会　計  中原 満／光美堂印刷㈱
会計監査  櫻井 龍太郎／㈱タイヨウシャ
会計監査  宮川 良彦／宮川シール㈱
理　事  岩田 耕平／大同印刷㈱

解体 新書支部長支部長

1
2
3
4
5

結束力

ヤング度

満足度 親密度

活発度

ものづくりの町、東大阪で組合
員の皆様それぞれ特色のある
製造設備を所有されています。 

岩田前支部長 小澤新支部長 浦久保理事長

新年会

総会

昭和31年（1956年）4月設立

趣味・特技
旅行・ドライブ・映画・
スポーツ鑑賞・ゴルフ
（下手くそですが）
結局なんでもしたい

嫌いな食べ物
辛いもの 影響を受けた人物

修行に行ってた
印刷会社の社長

大切な人
家族・仲間

好きな飲み物
ビール

好きな食べ物
川魚

Kozawa Kazuhiro
age:60

出身校
夕陽丘高等学校

加盟団体
東大阪納税協会
モラロジー道徳
教育財団
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事業報告

大阪府印刷工業組合 本部・支部だより
QRコードからWEBサイトにアクセスできます》》》
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支　部

4月2日（土）
北支部 懇親ゴルフコンペ

4月8日（金）18：00～ 
北支部 総会

4月22日（金）18：00～ 
福島支部 総会

4月22日（金）18：30～ 
東和支部 三役会

4月25日（月）18：30～ 
東和支部 役員会

4月19日（火）18：00～ 
北親支部 総会

大青協定例会 4月5日（火）18：30～

本　部

INFORMATION

事業予定

※記載の事業予定については、変更もしくは中止になる場合があります。　※開催場所・時間等の記載のないものは未定です。

本　部

6月29日（水） 17：00～ ホテル日航大阪
大阪印刷関連団体協議会総会・表彰式

7月5日（火） 
大青協定例会

6月7日（火） 
大青協定例会

6月10日（金） 13：00～ ＪＷマリオット・ホテル奈良
近畿地区印刷協議会総会

6月14日（火） 18：00～ 大阪印刷会館
総務委員会

6月17日（金） 16：00～ 大阪印刷会館
支部長会

6月25日（土）・26日（日） 賢島宝生苑
南親支部 総会

6月25日（土） 7：45～ 亀岡カントリークラブ
東和支部 ゴルフコンペ

6月9日（木） 17：45～ 東和支部事務局
東和支部 三役会・役員会

支　部

7月8日（金） 18：00～ 帝国ホテル 
近畿印刷工業会総会兼代表者会議

6月21日（火） 18：00～ 帝国ホテル
近畿印刷工業会理事会

7月13日（水） ホテル日航大阪
顧問・相談役・参与会

【代表者変更】
■㈱宝文社（北支部）新社長に田中寛了氏が就任
■岩岡印刷㈱（南親支部）新社長に岩岡敏之氏が就任

【移転】
■ホウユウ㈱（なにわ支部） 令和4年4月15日から以下に移転
　堺市堺区綾之町東1-1-8 ＴＥＬ＆ＦＡＸは変更ありません。

4月18日（月）14：00～
大阪印刷関連団体協議会監事会

4月18日（月）14：30～
㈱大阪印刷会館監査役会

4月21日（木）18：00～
ＣＳＲ委員会

4月26日（火）15：00～
理事会

4月14日（木）18：00～ 
広報委員会
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

田 中 手 帳（株）

住之江区平林南 1-2-52
TEL.6681-8648
FAX.6681-0058

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

大 興 印 刷（株）
大阪市中央区常盤町1-2-13
TEL.4794-0086  FAX.4794-0087
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

内外インキ製造㈱

福島区海老江 8-10-1
TEL.6458-1161
FAX.6458-3808

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

　今回取り上げるのは人材確保等促進税制になり
ます。基本的には、令和4年3月31日以後に決算を
むかえる一定の要件を満たした法人等に適用され
ます。
　趣旨は新卒・中途採用による外部人材の獲得や
人材育成への投資の促進であり、これを実施した法
人等は、一定額を法人税額又は所得税額から控除
することができます。
　まず適用要件を確認するのですが、①通常の場
合 ②通常に加えて上乗せされる場合があります。
　①通常の場合は、新規雇用者給与等支給額が前
年度より２％以上増えていることが要件となります。
新規雇用者給与等支給額とは、国内新規雇用者の
うち雇用保険の一般被保険者（一定の者を除く）に
対してその雇用した日から１年以内に支給する給与
等の支給額をいいます。つまり、新たに雇用（雇用保
険加入者に限る）してから１年以内に支給した給与
等の総額を集計して、今期のその支給額の方が前
期のその支給額より２％以上増加していれば適用が
あります。決算日以前１年半以内に新たに雇用した
者がいるようであれば、この税制の適用があるかも
しれない、と考えて実際に適用があるか計算をして
もらえばいいと思います。
　続いて、②通常に加えて上乗せされるものの適
用要件ですが、教育訓練費の額が前年度より20％
以上増えていることになります。教育訓練費です
が、外部研修の費用、社内で研修をするために使用
した施設利用料、外部講師に支払った報酬や交通費
等が対象になります。なお、これはあくまでも「上乗

せ」です。通常の適用があった場合にさらに控除額
が上乗せされるものになりますので、まずは通常の
場合の適用があった場合に、教育訓練費用を支出し
ていれば適用があるか確認してください。
　次に、税額控除額の計算です。
　①通常の場合は、控除対象新規雇用者給与等支
給額の15％が法人税額又は所得税額から控除され
ます（法人税額又は所得税額の20％が上限）。控除
対象新規雇用者給与等支給額とは、国内新規雇用
者に対してその雇用した日から１年以内に支給する
給与等の支給額をいいます。適用があるかどうかで
確認した「新規雇用者給与等支給額」との大きな違
いは、雇用保険の一般被保険者に限っていません。
従って、控除額の計算は、新たに雇用（雇用保険加入
者以外も含む）してから１年以内に支給した給与等
の総額を集計して、今期のその支給額の方が前期
のその支給額より増加していれば、その増加額の
15％を税額から控除することになります。
　そして、②通常に加えて上乗せの場合の適用要
件も満たしていれば、控除率が15％ではなく20％
に増えることになります。
　なお、中小企業に関しては、この人材確保等促進
税制と所得拡大促進税制（PR･IO令和3年6月号に
掲載）のいずれかの選択適用となります。期末から
遡って１年半以内に新たに雇用者がおり、かつ、今期
の給与支給総額が前期の給与支給総額より増加し
ていれば、いずれか控除額が大きくなる方を適用し
てください。

顧問の部屋
大印工組の顧問の先生方から有益情報をお届けします。
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●ご相談は…TEL：06-6441-0233
　大阪市西区靱本町1-10-4
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労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

【消 費 税】【税　金】等

税務
相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により開催を中止させていただく場合があります。

大阪印刷会館にて開催
予約制 オンライン

（Zoom対応）

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【事業承継・廃業支援】等

法律顧問の河端直先生にご相談ください。

もOK 6／23（木）、7／12（火）、7／22（金）

6／15（水）、7／20（水）、8／17（水）

7／1（金）、8／5（金）、9／9（金）

お問い合わせ先 大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

〈納入規定〉
A4サイズ以下 + 1点 200g以内
※複数枚のDMであってもホチキス止め
　などしてあれば、1点とみなします。
※内容等によっては、お受けできない場合
　があります。

貴社のDMを同封、組合員企業に届けます！

PRI・Oの「パケットサービス」
大印工組 広報誌

1点 20gまで  ＠100円 × 組合員数
21～100g ＠200円　 101～200g ＠300円

約 円50,000税込


